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を有する Goto-Kakizaki (GK)ラットを実験対象とした。13-14 週齢、300-360g
のGKラットを Sham群(カニュレーションのみ, n=10), CPB群(CPB30分のみ, 
n=9), CPB+EGCG 群(EGCG 術前経口投与+CPB30 分, n=10)の 3 群にわけた。
CPB+EGCG群には 1mmol/LのEGCG溶液を、ShamおよびCPB群にはEGCG
を溶解していない水を 2 週間経口投与した後、右大腿動脈送血、右内頚静脈か
らの右房脱血で CPB を装着した。その後 CPB 群および CPB+EGCG 群では





±0.05mg/dl vs 0.22±0.02mg/dl, p=0.048)、組織学的な尿細管障害が有意に少な
く((2.33±0.87 vs 0.9±0.74, p=0.005)、腎尿細管障害のバイオマーカーである
Kidney injury molecule-1 (Kim-1)の腎組織 RNA発現が有意に低く(10.4±5-fold 
vs 1.8±0.8-fold increase, p<0.001)、EGCG予防経口投与による腎障害抑制効果
が示唆された。 
また、CPB 群に比べ、CPB+EGCG 群では、酸化ストレスと炎症反応により発
現が亢進するユビキチン酵素である Hemoxygenase-1 (HO-1)の腎組織 RNA発現
が有意に低値であり (2.39±0.87 vs 1.59±0.4, p=0.032)、免疫組織学的検討では、
酸化ストレスマーカーである 8-hydroxy-2’deoxyguanosine (8-OHdG)による核



























したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成３０年 ４月 ９日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
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